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を考慮した非定常流計算法を開発し，それを応用して， v形 8 気筒エンジンの共鳴吸気系の開発・試験を実施し，
高速性能の悪化を伴うことなく低速域の出力トルクの向上を達成しているo
(3)排気ターボ過給技術の一層の高度化のために，排気ターボコンパウンドサイクルのエネルギ一回収特性を明らか
にした上で，高速ディーゼ、ルエンジンを対象として排気ターボコンパウンド実験機関を開発し，エンジンの大幅
な高効率化を実現している o また，車両用排気ターボ過給エンジンの過渡特性の解明ならびにその改善のために，
発進加速過渡特性試験を実施してその特性を定量的に明らかにすると共に，今後の改善策を提案している o
(4)ディーゼ、ルエンジンの燃焼室内の現象を考慮できる熱損失予測手法を確立するための基礎データを得るために，
単筒実験機を用いた筒内非定常熱伝達の計測を行い，各種燃焼条件の影響について定量評価を行っているo また，
一次元非定常熱伝導モデルによる解析により，高壁温下での非定常伝熱メカニズムを明らかにしている。
(5)燃料と水を一つの噴射弁から層状に配分して噴射する新方式の燃料・水層状噴射システムを開発し，高速四サイ
クルおよび低速二サイクルディーゼルを対象とした燃焼基礎試験により，その燃焼特性および NOx 低減手法と
しての有効性を明らかにしている o
以上のように，本論文はディーゼルエンジンの高出力化，高効率化および低公害化のための要因を明確にし，高性
能エンジン開発に有効な設計開発手法の構築と技術開発を行っている。これらの結果はエネルギーの有効利用と環境
保全に寄与し，内燃機関工学の発展に貢献するところが大きい。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認
める。
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